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令和２年度（一財）岐阜県老人クラブ連合会事業報告 
 
 Ⅰ はじめに  
 

令和元年１２月に中国湖北省武漢市で発生した新型コロナウイルス感染症は、令和２

年２月以降、世界中に急速に蔓延し、令和２年中の世界の感染者数は約９千万人、死者

数は約２００万人となり、三大感染症である結核・エイズ・マラリアの近年の年間合計

死者数２６０万人に迫るものとなった。 

一方、国内では、令和２年１月に初の感染者が確認されて以降、令和３年３月末時点

における感染者数は４７５,８０９人（死者数９,１８９人）、岐阜県下感染者数は 

４,８４０人（死者数１２５人）となった。 
 
令和２年度は、日本国にとっては５６年ぶりの“東京オリンピック”、岐阜県にとっ

ては初の“ねんりんピック”の開催年であったが、新型コロナウイルスの感染拡大を受

け、いずれも１年延期となった。 

加えて、２度に及ぶ緊急事態宣言の発令等により、経済活動や人の移動が長く制限さ

れ、感染拡大の影響は計り知れないものとなった。 

更に、この感染症は、高齢者が感染した場合の重篤化リスクが高いことから、高齢者

の集まりである老人クラブにとっては、感染予防の観点から各種事業の中止を余儀なく

された１年となった。 
 

◇令和２年度事業実施状況一覧 
 

事業等名称 実施状況 

全老連関係 

 老人クラブ大会（山形県） 中止 

老連会長・女性代表者会議 中止 

健康づくり・生活支援セミナー 中止 

東海・北陸ブロック関係 

 リーダー研修会（三重県） １年延期 

会長・女性代表者会議（福井県） １年延期 

事務局長会議（富山県） １年延期 

県老連関係  

 老人クラブ大会 中止 ⇒ 表彰式典を実施(11/27) 

芸能大会 ねんりんﾋﾟｯｸ開催県のため未実施を決定 

県軽スポーツ(ｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ)大会 ねんりんﾋﾟｯｸ延期を受け計画するも中止 

地区別軽スポーツ大会 岐阜市のみ実施(11/27)、 

他は「ねんりんﾋﾟｯｸ」のため未実施を決定 

室内軽スポーツ 大垣市のみ実施(8/6)、他は中止 

地区別リーダー研修会 中止 

女性リーダー研修会 中止 

地区別健康・介護セミナー 中止 
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体力測定 中止 

作品コンクール 実施(９月) 

健康づくり推進員会議 中止 

市町村老連事務担当者会議 実施(2/24) 

理事会・評議員会 １２月開催分のみ中止(実施分は書面議決) 

正副会長会議 ５月開催分のみ中止 

各部会 中止 

 

 Ⅱ 事業の実施結果  

 

１ 第３０回地域文化伝承館の準備 

新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、令和２年６月２４日に「ねんりんピックぎふ

２０２０」の１年延期が決定されたため、引き続き開催に向けての準備に取り組むことに

なった。 

（１）実行委員会の開催 

・第３回（令和２年１２月１７日） 

［議題］令和元年度事業・決算報告、令和２年度事業・予算、地域文化伝承館スケ 

ジュール・事業負担金、出展・出演団体の決定 
 
（２）企画運営委員会の開催 

・第４回（令和２年１０月９日） 

［議題］地域文化伝承館スケジュール・事業負担金、出展・出演団体の確認 
     
（３）市町村担当者会議の開催 

・第２回（令和３年２月２４日） 

［議題］地域文化伝承館スケジュール・事業負担金、ステージプログラム 
 
（４）女性部による記念品づくり 

   地域文化伝承館来館者への配付用記念品を作成すべく、県下全単位クラブ女性部

の協力のもと取り組んだ。 

   ［作成期間］令和元年１２月～令和２年８月 

   ［記念品目］①キューブ型ストラップ （９,０００個） 

         ②美濃和紙で作るブローチ（６,０００個） 

   ［作成個数］合計１５,０００個 

 

２ 生活を豊かにする楽しい運動 

（１）健康づくり・介護予防活動事業 

 ア 軽スポーツの普及と健康づくり推進員の派遣                                     

岐阜市老連と県老連の共催で軽スポーツ大会を開催し、合わせて高齢者の手頃な 

  体操である「いきいきクラブ体操」を実施し普及推進を図った。 
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   ＜実施状況＞ 

実施老連 年 月 日 場   所 参加者(人) 

岐阜市 令和2年11月27日(金） 岐阜市長良公園  １３６  

    （ブロック別軽スポーツ大会の前年度実績：  ４ブロック、１,２８０人） 

      (健康づくり推進員派遣事業の前年度実績：市町村老連４回、１,８００人） 
  

 イ 室内軽スポーツの指導普及        

室内での健康づくり運動を推進するため、 

かがやきクラブ大垣にて新しい軽スポーツ 

（デッキスティック・ゲーム）を紹介・指 

導し普及に努めた。 

       

     ＜普及状況＞ 

 実施老連     年  月  日     開 催 場 所 参加者(人) 

大垣市 令和2年8月6日(木) 大垣市スイトピアセンター  ４５  

                      (前年度実績：３ブロック老連、２４０人) 
 
（２）生きがいづくり事業 

 ア 第２８回県老人クラブ作品コンクール         

○応 募 数  １８１点 

            ・文芸作品 １０８点 

短歌(27 点)、俳句(62 点)、川柳(19 点） 

         ・美術作品  ７３点 

日本画(10 点)、洋画(6 点)、書(9 点)、 

写真(20 点)、工芸(28 点） 

  ○入賞作品 ４６点 

        ・文芸作品 １８点 

短歌(5 点)、俳句(8 点)、川柳(5 点） 

         ・美術作品 ２８点 

日本画(5 点)、洋画(3 点)、書(5 点)、 

写真(5 点)、工芸(10 点） 

○作品集の作成 

  県老人クラブ大会の中止により展示機会の場がなくなったことから、全応募作 

品を掲載した作品集を作成(１,０００冊)し配付した。 
        

 イ 市町村老連の各種大会への助成 

○助成対象：体育大会、軽スポーツ大会、芸能大会、作品展 

・市    ７市 １０件   

・郡    ０郡  ０件     

・町村    ２町  ４件 

       ＜計＞     １４件、１６８千円（前年度実績６１件、７３２千円）    
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３ 地域を明るくする社会活動 

（１）友愛・相互支援事業 

 ア モデル事業の実施 

 令和２年度高齢者相互支援モデル事業として、多治見市悠光クラブをモデル市町 

村に指定し、新型コロナ感染症予防対策を行いながら事業を実施した。 

  ○友愛ふれあい訪問 

   ・６月と１月の２回に分け１７４名に対し実施 

  ○ふれあいリーダー研修会 

   ・９月に手作り作品講習会を開催しファスナーブローチを作成 

   ・１１月に認知症予防として健康講座を開催 
 

  イ 災害見舞金の寄付 

令和２年７月に県内を襲った豪雨は、飛騨地方を中心に家屋などの被害が相次い 

だことから、友愛活動の一環として、被災者生活の一刻も早い再建を願い、岐阜県共 

同募金会へ県豪雨災害義援金として１０万円を寄付した。 
 

（２）地域見守り運動の推進     

高齢者の孤立予防や児童の見守り等の観点から、単位クラブが主体となり地域の友 

愛・見守り活動を実施した。 
 

＜友愛・地域見守り活動活動状況（報告分のみ）＞ 

 

        

 

（３）美化活動 

「老人の日・老人週間」の活動及び通年活動の実施に努めた。 

○清掃・美化活動 

清掃活動（道路、河川敷、神社仏閣、公共施設、公園等）、花壇の植栽 

 ○管理 

路側帯、駅前、公共施設 等 
 

        ＜清掃・美化活動状況（報告分のみ）＞                            

 県全体    活動団体数 実施率 (クラブ割合) 

老連数 ４０ ３４(１,３１２クラブ） ６０.１％ 
  
（４）環境保全活動 

○環境問題勉強の推進 

・勉強会の開催と地球資源・地球温暖化の課題にかかる現状認識の促進 

・エコバックの活用、照明・電気機器の有効利用と節電の推進  

○エコライフ、リサイクル運動の促進 

   ・不用品の再利用、収集 

      空き瓶、空き缶、ペットボトル、新聞、雑誌、古着などの分別回収 

 

 

 県全体    活動団体数 実施率 (クラブ割合) 

老連数  ４０ ３０（９２９クラブ） ４２.６％ 
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        ＜リサイクル活動状況（報告分のみ）＞                         

 県全体    活動団体数 実施率 (活動／県全体) 

 老連数 ４０ ２４（４６２クラブ） ２１.２％ 

 

４ 仲間づくり活動 

（１）加入促進の展開 

会員加入実績が顕著なクラブに対し、表彰式典において特別表彰等を授与した。 

 ア 特別表彰 

   令和元年度中において、１０名以上の会員純増を達成した単位クラブ１０団体と 

クラブ消滅防止に尽力した地区老連１団体に対し表彰状を授与した。 
 

イ 特定事業表彰 

令和元年度中において、５名以上１０名未満の会員純増を達成した単位クラブ 

４２団体に対し表彰状を授与した。 
 

（２）令和２年度の状況 

各市町村老連及び単位クラブでは、地道な声かけ等により会員確保に努めたが、会員 

数の自然減に加え、老人クラブを取り巻く厳しい社会情勢による単位クラブの解散に 

より、会員減少に歯止めが掛からない状況にある。 
 

＜会員数等の状況＞  (R3.5.13 時点、未報告の●老連を除いた比較)  

 令和２年度 令和３年度 増減 

クラブ数(ｸﾗﾌﾞ) ２,１８２ ２,１７３   △ ８２ 

会 員 数( 人 ) １４２,９０１ １４２,４５５ △８,２５９ 

 

５ 組織の強化   

（１）岐阜県老人クラブ表彰式典の開催 

新型コロナウイルス感染症予防の観 

点から、全国老人クラブ大会並びに岐 

阜県老人クラブ大会が中止となったた 

め、全老連会長表彰、県老連会長表彰、 

県老連会長感謝状及び第２８回県作品 

コンクール入賞者への賞状授与のため、 

参加者を授賞対象市町村老連代表者に 

限定して『岐阜県老人クラブ表彰式典』 

を開催した。 
 

［期 日］ 令和２年１１月２７日(金) 

［場 所］ 岐阜県福祉・農業会館 ２階大会議室 

［参加者］ 授賞対象市町村老連代表者 ２９名 
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   ○全老連表彰・伝達分 

    ・育成功労表彰  ３名（前年度比±０） 

    ・優良団体表彰 ３団体（前年度比±０） 

    ・活動賞    ４団体（前年度比＋１） 

   ○県老連会長表彰 

・個 人  ６３名（前年度比△３８） 

   ・団 体  ３団体（前年度比△１８） 

    ・看 護   １名（前年度比 ±０） 

○県老連会長表彰《特定事業特別表彰》 

・団 体  １１団体（前年度比＋４） 

     ○県老連会長表彰《特定事業》 

   ・仲間づくり ４２団体（前年度比△２７） 

    ・健康づくり   １団体（前年度比 △１） 

       ・ボランティア  ２団体（前年度比 △３） 

    ・その他活動  ２団体（前年度比 △５） 

○県老連会長感謝状個人  ４２名（前年度比＋１４）  
    
（２）組織の維持活性化に向けた取組 

歯止めが掛からない会員減少を受け、 

将来に向けて円滑な活動運営が維持でき 

る体制づくりに資するべく、７月１７日 

に『岐阜県老人クラブ活性化検討委員会』 

を設置し、ホームページの改修、愛称の 

制定及び提言書の作成を行うことを決定 

した。 

これを受け、組織の現状を把握すべ 

く各市町村老連との意見交換会を８月 

から１１月にかけ実施し、組織の課題把握に努め『クラブ組織の維持・活性化に向け 

て』と題して提言書を取りまとめた。 
 

  ○第１回検討委員会 

  ［日  付］令和２年７月１７日 

  ［議  題］設置要綱、取組項目、作 

業日程、市町村老連との 

意見交換項目 

  ［決定事項］県老連ホームページの改 

修、愛称の制定、在り方 

提言の作成 
 

  ○第２回検討委員会 

［日  付］令和２年９月９日          

  ［議  題］愛称制定 

  ［決定事項］愛称：飛水クラブぎふ 
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  ○第３回検討委員会 

［日  付］令和２年１２月１７日 

  ［議  題］在り方提言の構成 

  ［決定事項］提言構成 
 
  ○第４回検討委員会 

［日  付］令和３年３月４日 

  ［議  題］組織活性化に向けた提言書案 

  ［決定事項］提言内容 

 

６  広報 

（１）機関紙「ろうれん」の発行 

・年１回（３月） ７,０００部（企業協賛による第９１号の発行） 
 
（２）ホームページの更新 

情報更新時期に制約があったことから、タイムリーな情報発信が可能となるよう、 

今年度において機能面の改修を行った。 
 
（３）行政等への情報提供 

８月から１１月に開催した県老連と市町村老連との意見交換会開催にあたり、クラ 

ブ組織の課題共有を目的に、行政担当者の同席を求めて実施した。 

 

７ 老人クラブ傷害保険・会員章等の普及促進 

（１）老人クラブ傷害保険及び賠償責任保険の加入 

各種会議、研修会等を通じて、老人クラブ活動中の事故や日常生活における事故に 

備えた「老人クラブ傷害保険」及び老人クラブ活動中の対人・対物事故を賠償する責 

任保険「老人クラブ活動専用賠償責任保険」への加入について普及促進を図った。 
 
（２）老人クラブ会員章の普及 

令和４年に全国老人クラブ連合会が結成６０周年を迎えるにあたり、創立６０周年 

記念会員章が製作されたことを受け、会員意識の高揚と連帯をめざしてその普及に努 

めた結果、これまでに各老連要望により１５０個を購入配付した。 
    
（３）活動資料の普及 

・活動日誌、会計簿の斡旋  

実績：活動日誌＝１８５冊、会計簿＝２５５冊 

 

８ 市町村老連との連絡・連携調整 

（１）地区別説明会 

  新型コロナウイルス感染拡大により、国内初の緊急事態宣言が発令（令和２年４月 

７日～５月２５日）されたことを受け、組織活動に大きく制限が加わったことから、 

令和２年度取り組み事項を中心に、クラブ役員及び老連事務局職員を対象に地区別出 

張説明会を開催した。 
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［説明項目］令和元年度決算・事業報告、令和２年度の役員・部会委員及び県老連 

      主催事業実施方針、老人クラブの活性化、地域文化伝承館 
  

地区 日 付 会  場 参加人数 

岐阜市 ６月２日（火） 岐阜県福祉・農業会館 ８  

岐 阜 ６月９日（火）  〃 １１  

西 濃 ６月８日（月） スイトピアセンター ２７  

中 濃 ６月９日（火） 美濃加茂市総合福祉会館 １５  

東 濃 ６月５日（金） 恵那市文化センター １１  

飛 騨 ６月５日（金） 高山市福祉会館 ９  
 

（２）市町村老人クラブ連合会事務担当者会議  

［期  日］令和３年２月２４日（水） 

［場  所］福祉農業会館２階大会議室   

［議  題］・令和２年度事業実施状況 

    ・令和３年度主要事業日程、各種事業、県老連会費 

・「地域文化伝承館」日程  

 

 Ⅲ 法人・組織の運営  

 
１ 役員会等の開催 

（１）理事会・評議員会の開催 

ア 令和２年６月１９日（書面議決） 

  〇第１回理事会、第１回評議員会 

    共通の議案・報告事項 

      ・令和元年度県老連事業報告書，収支決算 

    ・監査報告 

    理事会個別議案      評議員会個別議案 

    ・各部会委員の選任    ・県老連理事及び評議員の補充選任 

・評議員会の招集   
 
イ 令和２年９月１５日（書面議決） 

〇第２回理事会、第２回評議員会   

    共通の議案 

    ・クラブ大会の開催見合わせ 

・愛称の制定（飛水クラブぎふ） 
          
ウ 令和３年３月２９日（書面議決） 

〇第３理事会、第３回評議員会 

 新型コロナウイルス感染拡大により国内２度目となる緊急事態宣言が発令（令和 

３年１月７日～３月２１日）されたことを受け、新型コロナウイルス感染予防の観 

点から、地区別に出張説明会を開催した後に書面議決とした。 
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     共通の議案・報告事項 

    ・令和２年度県老連収支補正予算 

    ・令和３年度県老連事業計画書及び 

収支予算 

    ・クラブ組織の維持・活性化に向けた 

提言書報告 

・令和３年主要事業報告 
 

地区 日 付 会  場 

岐阜市 ３月２２日（月） 岐阜県福祉・農業会館 

岐 阜 ３月２９日（月）  〃 

西 濃 ３月２４日（水） 大垣市文化会館 

中 濃 ３月１８日（木） 美濃加茂市総合福祉会館 

東 濃 ３月２３日（火） 恵那市東野振興事務所 

飛 騨 ３月２５日（木） 高山市総合福祉センター 
 
（２）正副会長会議の開催 

ア 第１回 令和２年９月９日(水) 

○協議事項 

・表彰の選考 

・クラブ大会開催の中止 

・作品集の発刊 

・(有)シニアサービス社からの寄付 

金受入れ 

・豪雨災害見舞金の支出 

・１２月理事会・評議員会の中止 

○その他 

 ・地域文化伝承館スケジュール（改訂版）、県老連事務局電話番号の変更 
 
イ 第２回 令和２年１２月１７日（木) 

○協議事項 

・令和３年度会費徴収 
 

ウ 第３回 令和３年３月４日（木） 

○協議事項 

・令和２年度収支補正予算 

・令和３年度事業計画書，収支予算 

○その他 

・令和３年度主要事業報告 
     

（３）監事監査 

  ○令和２年５月２８日（木） 

・令和元年度(一財)岐阜県老人クラブ連合会事業報告及び収支決算監査 
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３ 法人事務の遂行 

令和２年度は、新型コロナウイルス感染拡大の第１波が年度初めから、第２波がお盆

を中心に、第３波が年明けからと、年間を通してコロナ禍の影響を受けた年となり、県

老連事業は、結果的に多くの事業について中止又は延期を余儀なくされた。 

一方、組織事業活動経費に充てている各市町村老連からの年会費については、年度当

初時点での新型コロナウイルス感染状況予測が困難であったことから、例年同様に徴収

したが、相次ぐ事業の中止により相当額が不執行額として残ることとなった。 

このため、令和３年度に限り会費徴収額を例年の６割相当とし、不足分については、

この不執行額を充てることとした。 


